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１.計画の位置付けと期間



２.なぜ策定したのか？何のために？
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複雑・複合化した課題
制度の狭間の課題
新たな課題

「制度・分野の縦割り」
「支え手」「受け手」

8050問題、社会から孤立…
ダブルケア、ヤングケアラー…
生活困難、外国にルーツ…
人と人つながりの一層の希薄化…

超える
住民一人ひとりが
地域を共に創っていく

➢ 地域のさまざまな個人や団体と連携・協働して取り組む
➢ 「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現



３.大田区の現状は？
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単身世帯（ひとり暮
らし高齢者含む）の
増加
➡家族機能低下
➡社会的孤立

地域の共同意識・
活力や文化などが
失われる恐れ
➡地域のつながり
低下
➡助けあいの低下
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できることがある

80.0%

何もする気はない

18.1%

無回答 1.9%

全体

(n=1,129)

図表３ 普段の生活で近隣の住民同士が自主的に

支えあうために自分ができること（区民：問24）

【できることの詳細、一部抜粋】

項目 ％

近隣の方に積極的に挨拶をする 61.4%

近隣の方に日頃から積極的に声をかける 17.2%

地域活動やボランティア活動へ参加する 13.0%

特徴次第では参加したい

82.0%

どのような特徴があっても

参加したいと思わない

16.1%

無回答

1.9%

全体

(n=1,129)

図表９ 地域活動やボランティア活動に

参加したいと思う特徴(区民：問18)

【特徴次第では参加したい人の詳細、一部抜粋】

項目 ％

単発・短期間で参加できるもの 48.2%

自宅の近くで参加できるもの 36.6%

一人でも参加できるもの 28.5%

４.住民の思いは？（大田区地域福祉計画実態調査より）

➢ 暮らしの中で「支え
合い」に積極的

➢ 顔の見える関係を
大事にしている

➢ 活動参加に積極的
➢ 身近な活動を期待
しているのでは

➢ 地域の力は内包されているのではないか。
➢ 地域の力を引き出し共に考え、活動できるのではないか。



福祉における理念

福祉制度の考え方

５.計画策定の視点
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住民の全員参加による活動計画 住民ニーズを起点とする活動計画

住民の福祉活動を支える活動計画 地域福祉計画と一体的に進める活動計画

第6次計画の実績

第6次計画で見えてきたこと

住民懇談会の結果

４地域２回実施：計１６９人参加

大田区を取り巻く現状

大田区の実態調査

計画策定にあたり取り組む課題の整理

４つの視点で策定



６．本計画の
特徴

• 「大田区社協がやります」から「みんなでやりましょう」
へ

計画の主語は「社協」ではなく「地域の皆様」

• それぞれの「だからこそできること」に注目する

住民、地域活動団体等、大田区社協それぞれの

強み＝「だからこそできること」を具体的に紹介

• 計画の評価は住民の皆様とともに

住民懇談会やアンケート等を通じた評価
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７.本計画
の４つの
キーワード

①つながりづくり

②居場所づくり

③支えあい

④自分らしく生きる





８.住民や地域の多様な団体と大
田区社協の関わりあい



９.計画の評価・進行管理



1０.住民懇談会

・今年も７月２７日から８月１日にかけて、

区内４会場にて開催し、合計で７０名の方

にご参加いただきました。

・各会場とも区内の福祉施設や地域包括支援

センターからの参加もあり、民生委員児童

委員・自治会町会・区民活動団体等様々な

立場の方との懇談に加わって進行にご協力

いただきました。

～ありがとうございました～



住民懇談会
でのご意見
（一部を紹介）

・住民懇談会は、参加して 意見を言って 聞いて

周りに伝えることが大切

• つながりづくりのためには、自治会町会に加入して

様々なイベントや行事を一緒にやることが必要だと思う

• あいさつにひと言プラスしてちょっと歩み寄ってみる

• 誰でもいつでも立ち寄れるゆるやかな居場所があるとい
い

• 居場所を作りたくても場所の確保が難しい

• 孤立した人  世帯とつながれない どうすればよいか

• “心あるおせっかい”で人のために何かをしたい

• どう助けるかだけでなく「助けて」が言える環境も大切



11.リボン計画の着実な推進に向けて
～大田区社協が進めていく取組～

５年後の地域の姿に向けた
「大田区社会福祉協議会が一緒
に取り組むこと」「大田区社協
だからこそできること」の実践
と、住民や地域団体等の「だか
らこそできること」への取組支
援や、取組のきっかけ・仕掛け
づくり

1

「住民懇談会」や 「たすけあ
いプラットフォーム」をはじめ、
各種イベントや研修、講習会開
催時でのリボン計画の紹介、意
見聴取やアンケートの実施

2

地域共生社会の実現という目
標を同じくする「大田区地域福
祉計画」との連動・連携

3



ご清聴ありがとう
ございました


	スライド 1: 大田区地域福祉活動計画（リボン計画） について
	スライド 2: １.計画の位置付けと期間
	スライド 3: ２.なぜ策定したのか？何のために？
	スライド 4: ３.大田区の現状は？
	スライド 5
	スライド 6: ５.計画策定の視点
	スライド 7: ６．本計画の特徴
	スライド 8
	スライド 9: ７.本計画の４つのキーワード
	スライド 10
	スライド 11: ８.住民や地域の多様な団体と大田区社協の関わりあい
	スライド 12: ９.計画の評価・進行管理
	スライド 13: 1０.住民懇談会
	スライド 14: 住民懇談会 でのご意見 （一部を紹介）
	スライド 15: 11.リボン計画の着実な推進に向けて 　　　　　　～大田区社協が進めていく取組～
	スライド 16: ご清聴ありがとう ございました

